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議朗阻 団

④
滋
案
は
、
昔
極
浮
逸
し
た
こ

と
が
あ
る
。
自
昌
覚
郎
中
曽
根

政
権
下
０
１
日
８
５
年
に
国
会

提
出
し
た

「
国
家
秘
密
畿

ふ
え

パ
イ
防
止
法
〕
案
」
だ
。

「
日
本
は
ス
パ
イ
天
国
と
い

鷲暗止M

わ
れ
、
国
無
機
簡
保
播
の
毯
現

ほ
等
心

に
増
え
な
い
画
も
あ

る
。
成
立
さ
せ
る
よ
う
に
努
力

し
た
い
」
。
中
曽
、根

犀
恥
種
租

は
同
年
の
国
会
で
そ
う
表
明
し

た
専
当
時
は
米
ソ
冷
戦
時
代
。

「
等
心
に
堪
え
な
い
」
と
は
境

削
年
に
元
自
籍
離
幽
縛
補
が
リ

速
に
秘
密
を
漏
ら
し
た
疑
い
で

逮
捕
き
れ
た
自
衛
隊
ス
パ
イ
事

件
な
ど
を
指
ｂ
て
い
た
。

当
時
も
今
と
同
様
、
米
国
か

・ら
稲
鑽
保
護
を
求
心
ら
れ
た
。

７８
年
④
日
米
防
衛
協
力
の
た
め

０
指
針

〔ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
を

受
頑
、
軍
事
情
鞘
の
交
換
那
避

ん
で
い
た
た
め
だ
。

も
と
も
と
ガ
イ
ド
う
イ
ン
策

定
時
り
福
田
赳
丈
首
相
も

「有

事
の
陣
に
秘
密
を
保
護
ｂ
な
け

り

ゃ
答
う
ぬ
」
と
積
極
的
だ

っ

た
。
機
任
は
覚
向
で
ハ
ト
派
と

さ
れ
た
派
閣

・
盆
池
会
出
身
り

大
平
正
芳
、
鈴
木
書
幸
面
首
相

で
消
極
的
だ

っ
た
が
、

「
日
米

は
運
輸
共
同
体
」
と
表
明
し
た

中
曹
親
首
相
の
下
で
議
案
ｌＬ
郡

造
馬
だ
。
機
挿
ｂ
し
た
り
は
、

福
田
氏
の
機
鳳
人
で
、
日
米
安

簡憂

誘

部

冦

時
い
管
欄

だ

っ
た

岸
信
升
氏
。
引
逓
機
尋
耽
界
に

諄
響
力
を
持
ち
ｈ
醜
年
に
ス
パ

イ
防
止
嵩
●
機
篠
制
定
健
驚
議

員

基

墨

署

懇

講

金
り
舎

長
に

な

っ
た
。

自
畳
覚
部
踊
年
に
経
出
し
た

ス
パ
イ
防
上
法
案
は
札
躙
年
の

自
籍
隊
え
パ
イ
事
件
り
よ
う
に

外
国

に
秘
鶴
を

澱
ら

し

た
場

合
、
最
高
で
死
剤
と
し
た
。
し

か
し
、

「
国
民
り
卸
も
絡
剤
を

侵
す
」
な
ど
齢
世
論
の
反
対
駐

受
げ
猟
廃
案
に
な

っ
た
。

自
畳
覚
は
岸
氏
０
議
議
会
④

議
員
郎
中
心
と
な
り
、
国
豊
再

提
出
を
報

っ
て
修
正
案
を
ま
と

め
た
。
最
も
重
い
団
則
を
死
刑

か
ら
無
期
態
役
に
し
て
、
新
た

に

「出
版
、
報
道
に
従
事
す
る

書
」
が

コ
縣
菫
蛙
起
栖
に
よ
り

業
務
上
行

っ
た
行
為
」
速
ど
は

「罰
ｂ
な
い
」
と
追
加
し
た
。

書
同
日
選
圧
騨
り
勢
い
を
受
け

「目
益
を
守
る
た
め
に
必
要
」

と
再
提
出
に
前
向
き
だ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
り
修
正
案
に
も

世
論
り
反
対
は
摘
さ
ま
ら
な
か

っ
た
。
翌
３７
年
に
岸
氏
が
死

壱

、

　

　

　

　

　

　

　

。

再
提
出
」
り
機
運
は
ｂ
ぼ
ん

だ
。今

回
り
法
案
の
原
案
は
「報

通
の
自
由
に
十
分
に
配
慮
」
と

腎
い
た
が
、
齢
年
の
エ
パ
イ
隣

止
逃
修
正
案
り
よ
う
な

「報
違

に
従
事
す
る
者
は
罰
ｂ
な
い
」

と
い
う
速
冒
０
支
言
は
な
い
。

慣
に
盛
り
込
ま
れ
る
と
し
て

も
、
公
題
員
Ｑ
側
が
瞳
罰
を
憩

れ
て
情
報
提
機
ｂ
な
い
結
果
、

国
民
り
知
る
権
利
が
侵
さ
れ
る

と
榊
っ
た
間
隠
は
残
る
。

（壽

）

◆

「読
み
解
く
」
は
今
回
で
ひ

と
ま
ず
絡
静
り
ま
す
那
、
今
後

も
随
時
れ
掲
競
ｂ
ま
す
。

自蹴 郎1

・贔高で「即 」 過
去
に
も
浮
上
？

「ス
パ
イ
防
止
法
」
世
論
の
反
発
で
廃
案

中曽親藤弘首相

Ⅲf轟  棒描今元世相
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「知る構剰遺〔母と言膳島」
「死削は重l■」

咀商で死刑を臨 期憩側 に変更
・「出版、報道り業務に従事する者」
が障 う公益を図る目由尊」で肛 当
な方法により業覇上行つた行為」
は「罰じなし11と追加

「正当な方法など歯`あいま
とlて'.知掻権利が侵き縄 」
「疑期慾繊でも重い道
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